








　わが国における母子緊急医療システムを確立することは今日の最重要課題で

ある。近年,わが国の乳児死亡率は減少し,欧米なみになっているが,この事実

が小児に対する保健医療行政の成果であると考えるのは早計である。幸か不幸

か死に至らしめずに心身障害児として生活させている子供たちは逆に増加して

いる可能性がある。一方,妊産婦死亡にいたっては文明国?でありながら,低開

発国なみであり,一向に減少傾向がみられず,わが神奈川県でも年間 50～60 人

の多きを数えている。これらの事実はわが国における周産期医療の貧弱さを浮

さぼりにしているといっても過言ではないだろう。


